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研究成果の概要（和文）：飛鳥藤原地域、特に藤原宮出土軒瓦を主な分析対象とし、生産・供給の実態を検討し
た。藤原宮出土軒瓦の産地推定は、藤原宮および瓦窯等出土軒瓦の同笵認定や製作技法の考古学的分析、胎土の
肉眼観察等によってきた。本研究はこれに加え胎土分析に新たな手法、すなわち粘土部分には蛍光Ｘ線分析を、
鉱物・岩石部分には岩石記載学的方法を適用し検討した。
研究期間中、藤原宮および瓦窯等、計17遺跡出土の軒瓦等を分析し、36型式・種、107点の分析成果を報告し
た。その結果は従来の産地推定の追認のほか、新たな産地の判明、従来知られてきた産地以外の産地が存在する
可能性の指摘などの新たな成果を得ることができた。

研究成果の概要（英文）：The main purpose of this research is to examine the production area and kiln
 of the ancient roof tiles excavated from Asuka-Fujiwara area, especially from the Fujiwara Palace 
Site, in order to reveal the conditions of their production and supply.The identification of the 
production area of the ancient roof tiles excavated from Asuka-Fujiwara area has been done by the 
archaeological analysis of the manufacturing technique, identification of the eave tile made from 
the same mold, and observation of cray and sand included in the tiles with the naked eye. In 
addition to these methods, we examined the analysis of the chemical composition of cray, 
fluorescence X-ray analysis and mineralogical analysis.
We researched 36 types, 107 samples of roof tiles excavated from 17 archaeological site. As a 
result, we revealed some new production area and kiln of the roof tiles excavated from Fujiwara 
Palace Site. In addition, the existence of unknown production area was suggested by some results. 

研究分野： 日本考古学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
７世紀末、日本初の瓦葺き宮殿である藤原宮の造営は、古代における瓦生産・供給の画期とされている。しかし
従来の藤原宮出土軒瓦の産地推定は、胎土分析を肉眼観察によって行ってきたため、本研究では、胎土の理化学
的分析を行い、従来の考古学的な手法と合わせて検討を行った。
今回得られた成果は、従来の産地推定を追認する内容が多かったが、理化学的手法により追認した点に大きな意
義がある。また、新たな産地が判明したり、新たな産地の存在を推定させたりする成果も得られ、藤原宮造営に
伴う瓦の生産・供給体制研究に新たな展開を開くことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
古代瓦の生産地研究は、造瓦体制・組織の究明に欠かせない分野として重要視されてきた。７

世紀の都がおかれた飛鳥・藤原地域における出土瓦の生産地の分析は、生産地である瓦窯出土軒
瓦と、供給先である寺院・宮都の出土軒瓦との同笵関係を中心に進められてきた。特に藤原宮出
土軒瓦については、製作技法や胎土の肉眼観察などの分析結果から出土瓦をいくつかのグルー
プに分け、瓦窯出土品との同笵関係を踏まえて生産地を推定していくという方法により、大きな
成果を上げてきた。 
 こうした成果を基に、飛鳥の氏寺から官寺、さらに藤原宮を経て平城宮の瓦生産・供給体制へ
の変遷・展開を明らかにする研究も進められた。これらの研究では、飛鳥諸寺と藤原宮における
瓦生産体制の変化が重要な論点となっている。藤原宮は日本初の瓦葺き宮殿であり、その造営の
ために膨大な瓦の需要が生まれ、瓦生産・供給体制転換の画期となったとされているからである。
さらに近年では、藤原宮内の瓦の出土状況を詳細に検討し、藤原宮の瓦生産の実態に迫る見解も
呈示されるなど、藤原宮の造瓦体制論に関する検討が深められている。 
 ところが、飛鳥・藤原地域出土の瓦の胎土分析については、これまでの研究では肉眼観察によ
っておこなわれてきたため、観察者個人の能力に頼る面が大きいなど、一定の限界があったこと
も否めない。また、一部地域においては、瓦窯と近接する寺院等の出土瓦を対象とした蛍光Ｘ線
分析や鉱物組成分析による理化学的な胎土分析が試みられてきたが、いずれも散発的で、藤原宮
出土瓦を対象に、体系的に実施する研究はなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、従来、考古学的分析や肉眼観察によってきた飛鳥・藤原地域における出土瓦

の生産地分析に新たな胎土分析手法を加えることにより、瓦の生産・供給体制の再検討をおこな
うことである。本研究においては、特に藤原宮出土瓦に着目して分析・検討をおこなった。その
理由は上記の通り、藤原宮は日本初の瓦葺き宮殿であり、その造営のために膨大な瓦の需要が生
まれ、瓦生産・供給体制転換の画期となったとされており、これまでも研究が蓄積され、近年も
さらに詳細な研究が深められているためである。これまでの研究成果に対し、新たな手法を用い
て再検討をおこなうことにより、藤原宮を中心とした７世紀の飛鳥・藤原地域における瓦の生
産・供給体制をより具体的かつ正確に描き出すことが可能となるとともに、当時の中央における
寺院・宮都の造営の実態を検討する良好なデータを提供できるものと考えた。 
  
３．研究の方法 
飛鳥・藤原地域出土瓦、特に藤原宮出土瓦およびその生産地とされてきた瓦窯や関連遺跡の出

土瓦を分析対象とした。分析手法には、軒瓦の同笵認定、製作技法等の分析といった考古学的分
析と、肉眼観察による胎土分析といった従来の手法に加え、近年、おもに土器等で効果をあげて
いる胎土分析手法を瓦に応用することとした。すなわち、胎土の粘土部分には蛍光Ｘ線分析を、
粗粒の鉱物・岩石部分には岩石記載学的方法を適用し、そのクロスチェックによって産地推定の
信頼性を高める方法である。 
研究期間中、奈良文化財研究所が所蔵する飛鳥・藤原地域出土瓦の調査をおこなったほか、19

回の外部調査を実施した。合わせて 17 遺跡から出土した軒瓦等を分析・検討し、最終年度には
36 型式・種、107 点の分析成果を報告した。 
 
４．研究成果 
（１）考古学的分析のおもな成果 
①高台（市尾）瓦窯出土軒瓦が藤原宮出土 6273Ａと同笵であることを確認し、6273Ａが高台（市
尾）瓦窯産と推定されることを指摘した。 
②高台（市尾）瓦窯表採軒瓦が、これまで産地が不明であった藤原宮出土 6643Ｅと同笵である
ことを確認し、6643Ｅが高台（市尾）瓦窯産と推定されることを指摘した。 
③以上の新たな成果と、今回の調査成果で追認した従来の研究成果をふまえ、藤原宮出土軒瓦分
類一覧を作成した（添付表）。 
 
（２）胎土分析のおもな成果 
①高台・峰寺（市尾・今住）瓦窯産とされてきた藤原宮出土 6273Ａ、6643Ｃ、6643Ｅは、同瓦窯
で生産されたと推定される成果を得た。 
②安養寺瓦窯産とされてきた藤原宮出土 6275Ｄ、6281Ａ、6641Ｃは、その多くが同瓦窯で生産
された可能性が考えられるが、一部、異なる傾向をもつものが存在することを示す成果を得た。 
③西田中・内山瓦窯産とされてきた藤原宮出土 6281Ｂａ、6641Ｆは、その多くが同瓦窯で生産
された可能性が指摘できるものの、さらなる検討を要する成果を得た。 
④石山国分瓦窯産、推定近江産とされてきた藤原宮出土 6278Ａ・Ｆ・Ｇ、6646Ａ・Ｂａ・Ｂｂ
は、大きく２つのグループに分かれ、その一方が石山国分瓦窯産と推定される成果を得た。 
⑤推定和泉産とされてきた藤原宮出土 6647Ａと堺市浜寺石津町東遺跡出土の同笵瓦は、生産地
が同じであるが、１箇所でなく複数の生産地が存在することを予想させる成果を得た。 
⑥淡路土生寺瓦窯産とされてきた藤原宮出土 6274Ｂ、6646Ｅは、同瓦窯で生産されたと推定さ
れる成果を得た。 



 
 
⑦宗吉瓦窯産とされてきた藤原宮出土の 6278Ｂ、6647Ｄは、同瓦窯で生産されたと推定される
成果を得た。 
⑧推定讃岐東部・阿波産とされてきた藤原宮出土の 6278Ｃａ・Ｃｂと、阿波石井廃寺出土の 6278
Ｃｂ同笵瓦は、生産地が異なると推定される成果を得た。 
⑨尾張高蔵寺瓦窯産とされてきた尾張勝川廃寺等出土の 6233Ａｃ同笵瓦と、これと組み合う偏
行唐草文軒平瓦は、同瓦窯で生産されたと推定される成果を得た。 
⑩日高山瓦窯産とされてきた藤原
宮出土の 6233Ａａ・Ａｂ・Ａｃと、
尾張勝川廃寺等出土の 6233Ａｃ
同笵瓦およびこれと組み合う偏行
唐草文軒平瓦は、生産地が異なる
と推定される成果を得た。 
 
（３）成果のまとめ 
本研究により得られた成果は、従
来の産地推定を追認する内容が多
かったが、瓦の胎土分析を従来の
肉眼による手法だけでなく新たな
分析手法を用いておこない、その
成果を追認した点に大きな意義が
ある。また、これまで産地不明で
あった型式の産地を新たに確認し
たり、従来知られていた産地とは
異なる産地の存在を推定させたり
する成果も得られた。これらにつ
いてさらに検討を深めることによ
り、藤原宮造営に伴う瓦の生産・
供給体制研究に新たな展開を開く
ことができるものと考える。 

藤原宮出土軒瓦分類一覧 

瓦胎土の蛍光 X線分析結果 三角ダイアグラム 

（CaO-K2O-Na2O）３成分の和が 1 になるよう表示 
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